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文部科学省 不登校に関する調査研究協力者会議 H２７．１２．１６

保健室登校支援の現状

全国養護教諭連絡協議会調査結果と具体的支援事例からの報告

全国養護教諭連絡協議会 副会長

福島県郡山市立大成小学校 養護教諭 湯田厚子

全国養護教諭連絡協議会
平成２６年度 養護教諭の職務に関する調査結果から

校種別保健室登校児童生徒の割合
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保健室登校でどのような支援をしたか？

86.4

69.2

73.6

92.4

79.5

96.1

67.1

64.5

40.7

82.2

92.4

80.7

63.4

84.2

80

97.1

75.5

90.4

50.5

74.2

97.9

81.2

39

80.4

71.3

98.8

74

84.1

53.3

72.7

86.8

77.4

49.1

60.4

50.9

88.7

58.5

30.2

49.1

77.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

児童生徒への健康相談

児童生徒への保健指導

児童生徒への学習支援

保護者への対応

学級や部活動等の児童生徒と連絡等

学級担任や部活動顧問との連絡等

校内体制づくり

スクールカウンセラーとの連携

関係機関との連携

保健室の環境整備

特別支援 高等学校 中学校 小学校

％

主な健康相談事例の割合（複数回答）

81.4%

76.6%

65.8%

64.2%

62.2%

28.2%

41.4%

38.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

人間関係に関すること

身体の健康に関すること

頻回来室者

不定愁訴

登校しぶり

いじめ

発達障害

自傷行為

系列1



3

事例 １ 不登校・保健室登校を経て教室復帰をしたA子
＜小4の概要＞

・ 登校しぶりはじまる。
・ 毎朝の過呼吸発現で、不登校になる。

・ 家庭において、不安定で暴れている。

＜小５～小6の概要＞

・ 小５始業式日に登校し、A子と養護教諭が出会う。

・ 養護教諭が数日家庭訪問を実施する。

・ 保健室登校が始まる。

・ 校内の教職員と連携した保健室登校支援を開始する。

・ 保健室登校初期において、支援方針についてSCとの連携をはかる。

・ A子が、不安症状時に専門医療機関との連携支援をする。

・ 小６より、教室復帰ができる。

本事例における不登校・保健室登校支援の課題

＜小４ 不登校時期の対策から＞

◆ 不登校のきっかけやサインの見逃し

◆ 校内での連携ある支援介入の未実施

◆ 不登校による、子どもの自尊感情の低下

＜小５ 保健室登校時期の対策から＞

◆ 開かれた保健室経営理解の難しさ

◆ 不登校により、子どもの自尊感情の回復と教室復帰までの期間の長期化
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本事例における不登校・保健室登校支援の成果

＜小５ 保健室登校時期の対策から＞

◇ 子ども・保護者との信頼関係の構築
・家庭訪問による状況把握と理解 ・養護教諭のカウンセリング ・保護者との教育相談

◇ 適切な支援介入
・養護教諭のコーディネートによる校内支援委員会の開催

・SCや医療機関との連携
・具体的支援方針の明確化（個別支援計画の作成と活用）

・校内の組織での支援

◇ 教室復帰に向けての支援場所の提供と適切な支援
・保健室での子どもの心が安定・安心できる養護教諭の支援

・友だちとの交流による教室復帰への意欲向上

・担任との信頼関係の構築と教室復帰への意欲向上

・自尊感情、自己肯定感の回復

個別教育支援計画 （中学校例 一部抜粋）

全国養護教諭連絡協議会研究誌「瑞星」9号より

長期目標

短期目標

短期目標達成のた
めの具体的な支援

関係機関の支援・連携

来年度への課題


